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ギガビットＶＬＢＩシステムによる測地ＶＬＢＩ実験

Geodetic VLBI experiments using giga-bit VLBI system
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ＶＬＢＩ観測システムでは、データレコーダの記録速度を高速にすることが総受信帯域の拡大につながり、観

測システムとしての感度向上につながる。通信総合研究所では、次世代のＶＬＢＩ観測システムとして、従来の４

倍の記録速度（１０２４Ｍｂｐｓ）をもつギガビットＶＬＢＩシステムの開発を行ってきた。本システムは、極め

て高感度なＶＬＢＩ観測を可能とし、また単チャンネル観測システムのためにビデオコンバータや位相校正信号を

必要としないという優れた特徴を持っている。本講演では、このギガビットＶＬＢＩシステムを用いた測地ＶＬＢ

Ｉ実験について、初期的な結果を報告する。

通信総合研究所では、従来の４倍の記録速度（１０２４Ｍｂｐｓ）をもつギガビットデータレコーダを中心に

したギガビットＶＬＢＩシステムの開発を行ってきた。ギガビットＶＬＢＩシステムは、弱い連続波電波源のＶＬ

ＢＩ観測を第一の目的として開発を行っており、今後臼田６４ｍ－鹿島３４ｍ基線や野辺山４５ｍ－鹿島３４ｍ基

線といった高感度ＶＬＢＩ基線での観測を計画している。一方、測地ＶＬＢＩ実験では二周波帯で観測することで

電離層遅延補正を行ったり、複数のチャンネルの相関データをバンド幅合成することで等価観測帯域幅を大きくす

ることが必要であり、１４もしくは１６チャンネルのサンプルデータを記録する方式が一般的に用いられている。

しかし、ギガビットＶＬＢＩシステムでの観測は、信号対雑音比を大きく改善することが可能であり、小口径アン

テナを用いた観測や与えられた時間内の観測数を増加させるという点で大きな利点をもっている。そこで、岐阜大

学に口径３ｍのアンテナを中心とした超小型ＶＬＢＩ観測システムを移設し、ギガビットＶＬＢＩシステムによる

測地ＶＬＢＩ実験を行うことを計画した。本報告では、この実験を中心にしてギガビットＶＬＢＩシステムによる

測地ＶＬＢＩ実験の概要と、これまでの進捗状況について述べる。

　ギガビットＶＬＢＩシステムを測地ＶＬＢＩ実験に使用するために、まずギガビットＶＬＢＩシステムの相

関器（ＧＩＣＯ）の出力から正確な遅延時間と遅延時間変化率を計算するプログラムと、その結果から測地ＶＬＢ

Ｉ解析用のデータベース（Ｍｋ－３データベース）を出力するプログラムの作成を開始した。これらのプログラム

開発に用いる実際のデータを取得することを目的に、１９９９年１０月１９日に首都圏広域地殻変動観測計画（Ｋ

ＳＰ）の鹿嶋局と小金井局での観測を実施した。ＫＳＰでは、ＩＦとして５００～１０００ＭＨｚの周波数帯を使

用しているので、ハイブリッドミキサーとシンセサイザによる５００ＭＨｚＣＷ信号とから、Ｘバンドの受信機出

力を０～５００ＭＨｚのベースバンド信号に変換して１０２４Ｍｂｐｓのサンプラーユニットに入力した。観測は

約６時間行い、ギガビットＶＬＢＩシステムでの観測と同時にＫＳＰシステムによる観測も行って比較データとし

た。この比較の結果、得られた基線長推定値はよい一致を示したが、遅延時間の推定残差は従来の観測システムに

よる結果が４８ｐｓｅｃだったのに対して、ギガビットＶＬＢＩシステムによる結果が１８３ｐｓｅｃと有意に大

きい値となった。このことは、ギガビットＶＬＢＩシステムがまだ期待される性能を発揮していないことを示して

いるが、各種のプログラムはまだ不完全な部分があるので、今後も引き続いて改良を継続する予定である。岐阜大

学の３ｍアンテナと鹿島３４ｍ局との間では、２０００年１月１８日に約２４時間の実験を行い、現在観測データ

の処理を進めている。２月２８日には２回目の実験を計画しており、これらの結果も合わせて報告する。


